
ナンバーワンポーズもばっちり（北檜山区）

　5月30日31日の両日、蘭越町総合運動公園野球
場において開催された「第15回蘭越町長杯選抜小
学校野球大会」に招待チームとして「北檜山ラウ
ドネス」（佐々木栄監督）が出場し選手達はのびの
びと元気にガッツあふれるプレーで見事、優勝の
栄冠に輝きました！！
＊個人表彰
　最優秀選手　平尾　健くん（５年）
　優秀選手　　吉野　迅くん（４年）
　敢闘賞　　　西川佳太くん（６年）
　敢闘賞　　　西川太智くん（６年）

瀬棚保育所で交通安全教室  5/28
交通安全の約束したよ！（瀬棚区）

　5月28日（木）瀬棚保育所において佐川急便による
交通安全教室がおこなわれました。
　佐川急便のお兄さんやはこぶ君から、トラックの
周りで遊ぶと危ないこと、信号機の見方や横断歩道
の渡り方などを教えてもらいました。
　実際に、模擬信号機を使って横断歩道を渡る練習
もしました。みんな上手に渡ることができたので、
はこぶ君からごほうびに自由帳をもらい大喜びして
いました。
　最後に交通安全の大事なお約束をして交通安全教
室を終わりました。

本町町内会で側溝清掃　　　　  5/２４
今年もすっきり（北檜山区）

　５月２４日（日）、北檜山区の本町町内会（冨長哲雄

会長）による側溝清掃が行なわれました。

　この日は、町道本町１号線、北檜山駅１号線の側溝

について、地域住民が昨年に引き続き、今年も自主的

に呼びかけあって清掃を実施。蓋の開閉及び清掃後

の土砂等の処理については、㈱伊関組に参加協力を

していただき、延べ400mの側溝清掃を終えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎年恒例の緑の少年団による「緑の募金」が、5月22日（金）３区それ
ぞれで行なわれました。これは緑化思想の啓発、募金による環境緑化、森林整備の推進を目的として毎年実施さ
れるもので、地球の温暖化や洪水を防止するための植林、荒れた水源林や里山の手入れなどの森林作りに活用さ
れます。　当日はあいにくの雨模様でしたが、緑の少年団が元気いっぱい募金を呼びかけ、募金してくれた方に
緑の少年団からお礼のプルーンや梅の苗木が手渡されました。

緑の募金街頭運動実施5/22
３区の緑の少年団による

玉川小学校緑の少年玉川小学校緑の少年団団
きたきたひひやま情報センター前（北檜山区やま情報センター前（北檜山区））

馬場川小学校緑の少年馬場川小学校緑の少年団団
西村精肉店横（瀬棚区西村精肉店横（瀬棚区））

久遠小学校緑の少年久遠小学校緑の少年団団
せたな警察署大成駐在所前（大成区せたな警察署大成駐在所前（大成区））

“We are NO1”「北檜山ラウドネス」  5/30.31

14広報せたな



瀬棚海上保安署職員によるゴミ拾い   6/5
きれいな川を願って（瀬棚区）

　６月５日（金）、瀬棚海上保安署職員がゴミ拾いを

行ないました。

　場所は職場から見える三本杉地区の馬場川河口付

近で、町内会の方々や函館土木現業所今金出張所や

瀬棚総合支所の職員も協力し260㎏ のゴミを集めま

した。

『うみ丸くん』が海の安全PR　   6/１２
海をキレイに大切に（北檜山区）

　6月１２日（金）北檜山保育所で瀬棚海上保安署の職員に
よる海の安全PRが行なわれました。紙芝居は、海にゴミ
を捨ててしまい「お魚さん」に変えらてしまった兄弟の
お話でした。あちらこちらから「ゴミを捨てないこ
と！！」という子ども達の大き
な声が聞こえていました。　
「うみ丸」くんと記念撮影をし、
そのあと海上保安署の方々か
らプレゼントをいただきまし
た。　終始、笑顔の子どもたち
でした。

ノンステップバス発車　　　　  6/１０
環境と人に優しく（北檜山区）

　瀬棚線を走る函館バスにノン
ステップバスが導入されました。

　沿線のせたな町、今金町、長万

部町で費用の９０％を負担し購入

したもので、６月１０日（水）には

役場前で高橋町長から函館バスへマスコットキー

が手渡されました。

　環境に配慮したアイドリングストップ機能付き

で、車イスのまま乗り降りできる環境にも人にも

優しい仕様です。

若松小学校児童の体験農園 　　6/10
食育を取り入れて（北檜山区）

　６月10日（水）せたな町農業センター（北檜山
区）において若松小学校児童による体験農園があり

ました。これは同校の総合的な学習の中心となる

農業体験活動の一環として行なわれたものです。

この日は３年生以上の児童により大豆を蒔きまし

た。このあと人参、大根なども予定されており、収

穫までの草とりなど一連の作業をすべて児童の手

で行ないます。秋には「蕎麦うち」も予定していま

す。この日まいた大豆を豆腐に加工し、収穫した野

菜と一緒に地域住民の方々と試食する予定になっ

ています。
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